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1.   r家族』 と呼ばれ る集団は，父・母・子関係，祖

父母・父母・子関係な どの基本的な家族構成によって成

立している。構成員間の関係は，時間的に継続する関係

であ り，血縁的に親密な関係で結ばれている。従来の家

族構成に関する研究は，家族構成員間の質的 研究および

量的研究をすす めるこ と自体に主眼かおかれてい る。本

研究では，家 族構成員の質的 ，量的 変化 に対応 する構成

員間関係の特殊性 ，共通性 を動 態的に明 らかに する。さ

らに ，家族構成員間 関係 が統合的に展開 するような志向

性に基づき，家族関係発展への指標を明らかにする。

2. 行為法一家庭心理 劇－ に よる方法で研究 をナす め

る。l 次のよ うな演出観点に基づ き家 庭心理劇を展開す

る。田場面設定一日常生活場面（食事場面etc. ）。(2）役



割構成一家族構成 の質・ 量( 父･母･子，3 人家 族etc.)。

(3)心理 劇の展 開一場面転 換，役 割交代etc.。2)次 のよう

な分析観点に基づき心理劇 の過程分析 をおこな う。(1)役

割行為 の変化 ，(2)関係構 造の変化,   (3関 係 の 通 路 の 変

化，そ の他。

3. 行為法一家庭心理 劇－ の展 開，過 程分析 の結果 を

考察ナ ると，家族関係発展 への指 標とし て次 の事柄 を明

らかにナ るこ とがで きる。1)役割 行為 の可 能性 を拡 大す

るこ と。2)家族成員 間関係 の通路 を拡 大するこ と。3)多

面的な関係状況におけ る役割体験 を重ね るこ と。家族構

成員間関係にこれ らの指 標がとりいれ られるこ とに より

家族 関係は 発展ナ る。
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